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訪問団が来日 

 

2019 年 7 月 24 日、東京 

 

 ルイス・ミゲル・フランシスコ・グティエレス国立老年医学研究所 (INGER)  

所長、ルス・マリア・フアレス・バスケス国立高齢者研究所 (INAPAM)老齢医学局

局長が日本における高齢化の現状について学び、メキシコに応用できるプロジェ

クト形成を図るために来日しました。上記 2 名の来日には、大里圭一国際協力機

構 (JICA) メキシコ事務所次長、川辺準メキシコ日系研修生同窓会会長、荒木映自

国際協力機構 (JICA) メキシコ事務所プロジェクトオフィサーが同行しています。 

 今回の来日では、保険制度、地域における統合ケアシステム、病気の予防、高

齢者介護人材の育成について調査する予定です。現在、メキシコでは、40 年前の

日本と同様に人口動態の過渡期という現象が起きています。そのため、日本に前

例を学ぶことは非常に有用と捉えられています。日本は世界で最も高齢者の人口

割合が高い国であり、28.1％が 65 歳以上、5 人に 1 人が 70 歳以上です。 

 一行は国際協力機構(JICA)本部の人材開発部および中南米部を訪問するほか、

NPO 法人が運営する高齢者交流施設『ばぁばの家あさだ』、エフビー介護サービ

スが運営する高齢者保健施設『あいの里』を見学する予定です。 
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